	アイデンティティ形成基礎演習Ⅰ　　講義資料（4-26）


［２］　「私」とは何か（2）

           －対象関係論からのアプローチ－

１．子どもの「自己」意識の発達

（1）身体的自己の感覚

　　　　新生児～自他未分化

　　　　３ヶ月～自己刺激運動

　　　　６ヶ月～自己の有能感

（2）自己の二重化

　　　　１歳半～鏡像理解

（3）自己概念の形成

　　　　幼児期～自己叙述的発言

　　　　児童期～身体的な自己同一性、内面的な自己同一性

２．いくつかの知見

（1）到達点としての「私」

　　　　「発生論的還元」　　cf．ピアジェ vs. ワロン

　　　　　　　　　　＜自己中心性→脱中心化＞という発達モデル

　　　　　　　　　　＜混淆→融即→自他の二重化→自我の二重化＞というモデル

（2）原初としての「身体」

　　　　身体感覚から「私」意識へ

（3）動因としての「他者」

３．私のなかの他者

（1）アイデンティティと他者

（2）「私」の二重構造

　　　　欲求し、行為し、思考する「私（自我）」

　　　　「私」を見つめるもうひとりの「私（内なる他者）」
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